
北欧のハイテク紙素材の利用が活発に
（フィンランド）

欧州では、環境政策の強化が進められているため、企業は今後、事業活動を展開するに

あたり、資源の再利用、地球環境の保全について一層、着目する必要がある。こうしたな

か、ジェトロ・ブリュッセルセンターはプラスチック素材の代替品としての紙素材の利用

が進む食品包装材市場に注目し、欧州の先進地域であるフィンランドを視察した。本レ

ポートでは、欧州における紙素材の新たな利用と環境保全に対する取り組みについて、

フィンランドの製紙関連企業数社の事例などを紹介する。

ブリュッセル・センター

９９年秋、ノルウェー国内に新型の紙パック

を用いた朝食用シリアル食品（加工穀物食）

が登場した。これは従来のプラスチック・

フィルム製インナーバッグを使用せず、外箱

のみで直接、内容物（シリアル）を保管でき

る紙パックである。通常、朝食用シリアル食

品は、湿気などによる味や風味の変化が問題

となり、紙製の外箱のみでは市場に流通させ

ることが困難であった。しかし、同食品を販

売するレガル・モッレ（ＲｅｇａｌＭｏｌｌｅ）は、

防湿および酸素遮断効果の高いコーティング

紙を外箱材に採用することで、製造から消費

まで比較的長期間にわたり保管されることが

多いシリアル食品の包装を簡略化することに

成功した。

また、スウェーデンの大手食肉加工メー

カー、サルドゥス（Ｓａｒｄｕｓ）は、真空パッ

１．食品包装におけるハイテク紙素材
ク・ソーセージの表蓋の材質を従来のプラス

チックやアルミから、耐熱性の高いコーティ

ング紙に代替し、新パッケージとして登場さ

せた。同社は、ソーセージなど保存用食肉を

プラスチック・フィルムで包み、これを約９０

度の熱で表蓋に圧着させて包装している。今

回登場したコーティング紙は、既存の包装

シール機で使用でき、かつ表面印刷が鮮明で

あることから、同社の環境政策を強くアピー

ルするものとして採用されるに至った。

これらのコーティング紙を供給しているの

は、世界第２位の総合製紙企業、ストラエン

ソ（ＳｔｏｒａＥｎｓｏ）である（スウェーデンの

ストラとフィンランドのエンソの合併により

誕生）。同社は、化成パルプを用いた硬質紙

の上にポリエチレンやポリプロピレンなどの

コーティングを片面（または両面）に施した

多段層板紙（マルチレイヤ－・ボード）を開

発し、内容物の保護効果のほか、板紙を成形
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し内容物を包装する際の作業性、さらに消費

者にとっての利便性を追求した食品包装用板

紙を製造している。

ストラエンソの包装板紙事業部門（パッ

ケージング・ボード）のぺトラ・クランスト

ン・ニッカネン製品担当マネージャーによる

と、同社の包装板紙は、ミルクやヨーグルト

など乳製品、食用油など油脂性のものから、

果実ジュース、スープ、スパイス、ワインな

どアルコール、ミネラル・ウォーターなど風

味が変化しやすいもの、さらにはドライフー

ド（シリアル、乾燥果実など）、冷凍食品な

ど湿気や水分に弱いものまで、食品の持つ特

性に合わせてさまざまな特殊コーティングを

行っているという。また包装形態としては、

紙コップ、食品トレイ、液体パック、食品

ケース（紙箱）などが主であり、最近の例で

は、電子レンジおよびオーブンで加熱調理で

きる冷凍食品トレイなどがあるという。

このコーティング紙の新たな利用は、北欧

など一部地域の動きではあるが、その他地域

での利用例としては、英国大手スーパーのセ

インズベリー（Ｓａｉｎｓｂｕｒｙ）がドーナツ用

として、またマークス＆スペンサー

（Ｍａｒｋｓ＆Ｓｐｅｎｃｅｒ）が冷凍キッシュパイ

用として、インナーバッグを省略したストラ

エンソ製紙箱を採用している。

欧州の食品包装業界では、下図のとおり板

紙やプラスチック・フィルムなどの包装材

メーカー（下図の○Ａ）と最終消費者（図○Ｅ）

との間に、包装材をカップやトレイ、箱など

２．欧州の食品包装業界事情

に成形し印刷、着色を行うメーカー（図○Ｂ）、

食品包装を行う業者（図○Ｃ）、流通を取扱う

小売業者（図○Ｄ）が介在する。今回フィンラ

ンドで訪問した企業は、○Ａに属するストラエ

ンソ・パッケージング・ボード、およびに○Ｂ

属するオケランド＆ラウジング（Ａｋｅｒｌｕｎｄ

＆Ｒａｕｓｉｎｇ）である。

（１）ストラエンソ・パッケージング・ボード

ストラエンソ・パッケージング・ボードは、

ストラエンソ・グループの包装板紙事業部門

として、北欧３ヵ国をはじめ欧州各地に１０を

超える工場を展開している。同部門の９９年の

製品販売量は３１９万６，０００トン、年間売上高２３

億４，１５０万ユーロで、グループ全体の売上高

の２２％を占めている。また同部門が抱える従

業員数は９９年で約１万人である。このうち

フィンランド南東地方のイマトラ市にあるイ

マトラ工場は、同部門最大の生産基地であり、

研究開発（Ｒ＆Ｄ）施設を併設している。

ストラエンソでは、包装用コーティング紙

表１ 包装板紙に求められる技術特性

技術特性 求められる特性

内容物の保護効果 耐冷性、耐熱性、防湿性、耐油脂性、遮光性、酸素遮断性、密閉性など

包装の際の作業性 加工効率性、輸送効率性、包装材料保管性、表面印刷容易性など

消費者の利便性 外蓋剥離性、扱い易さなど

○Ａ ○Ｂ ○Ｃ ○Ｄ ○Ｅ
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図１ 食品包装業界の構造
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に求められる技術特性のうち、表面印刷性能

を重視しており、イマトラ市のＲ＆Ｄ施設内

に２０００年始めからデジタル印刷機を導入し、

板紙の表面印刷性能の向上を図っている。イ

マトラ工場リサーチセンターのリスト・ベサ

ント所長によれば、デジタル印刷は、パッ

ケージごとにデザインや表示内容、言語を変

えることができ、これに紙製パッケージとい

う付加価値をつけることで、新たな市場開拓

が見込まれるという。

（２）オケランド＆ラウジング

オケランド＆ラウジングは、フィンランド

の製紙および製紙産業用機械大手のアルスト

ロム・グループ（Ａｈｌｓｔｒｏｍ Ｇｒｏｕｐ）の包

装材部門である。本社はスウェーデンのマル

メ市に位置し、主な生産施設をフィンランド

のカウチュア工場をはじめ、北欧、ドイツ、

イタリア、ポーランドおよびロシアに展開し

ている。同社は、タバコ箱、コーヒー、アイ

スクリームやチョコレートなど菓子類、およ

びその他食品パッケージなどを、プラスチッ

ク、アルミ、その他コーティング板紙など各

種材料を用いて製造し販売している。同社の

年間売上高は３億３，２００万ユーロでグループ

全体の売上高の１５％を占めている。また同社

従業員数は９９年で約３，０００人である。

米コンサルティング会社のプロマー

（ＰＲＯＭＡＲ）が行った「欧州における包

装材市場の需要の２００５年までの中期予測」に

よると、依然としてプラスチックが大きな伸

びを示し、紙・板紙の伸びを上回っている。

一般に最終消費者の食品包装（パッケージ）

に対するニーズは、製品のアピール性（表面

印刷の品質）、利便性（扱い易さ、時間の節

約、単純性）、新鮮（清潔）感、安全性、信

頼性のほか、ごみとして捨てる部分が少ない

こと、環境保全のイメージが感じられるもの、

となっている。

一方、包装材加工・印刷メーカー、包装業

者、小売業者などにとっては、各工程での費

用面の効率性、製品ブランド別の個別包装、

流通時の利便性などが必要となってくる。

プラスチック・フィルムなどは、一般に表

面印刷性能に優れ、清潔感、使い勝手の良さ

などから消費者に好まれる包装材である。

近年、紙素材も表面印刷性能が向上し、紙

本来のリサイクル性に加え、プラスチックと

違った自然な印象を与える印刷が、消費者に

環境保全のイメージを与えている。しかし、

紙素材はコスト的には割高であり、廉価な内

３．依然として主流を占めるプラス

チック包装

表２ 欧州における包装材マーケット

（単位：１００万ユーロ、％）

包装材質 ９０年 ９１年 ９３年 ９５年 ９５～２００５年
各年の予測成長率

紙・板紙 ２４，３８２ ２５，４５２ ２６，９１４ ２８，６８４ １．３

プラスチック ２０，１３３ ２５，４５８ ２４，２９７ ２９，２２７ ２．２

金属（アルミなど） １１，６５６ １１，８２２ １２，１３９ １２，６３６ １．６

ガラス ６，０８５ ６，１９４ ６，２４７ ６，３０３ １．５

木材 １，７４２ １，７５６ １，８０２ １，８０５ ０．６

その他 １，１５７ １，２１０ １，２９２ １，３７６ ３．５

合 計 ６５，１１５ ６７，４５７ ７２，６９２ ８０，０３１ １．７

出所：ＰＲＯＭＡＲ１９９９
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容物に対する包装材には適していない。

オケランド＆ラウジング・カウチュア工場

のタパニ・クヤマキ社長によれば、現在の市

場の動向としては、プラスチック・フィルム、

またはプラスチックに薄紙をコーティングし

環境に優しいイメージの包装材などが依然と

して主流を占めているという。

ストラエンソは、再生可能な紙素材をプラ

スチックやアルミニウムなど既存の包装材料

の代替品として提案していくと同時に、グ

ループ内においても森林資源というバイオマ

ス（生物体）の循環的活用といった視点から

環境対策を進めている。具体的には、①一定

量のパルプ原料から得られる紙製品の量を増

加させる方策、②原材料、化学物質、エネル

ギーのリサイクル工程を取り入れ、再生資源

として活用する方策、③工場からの廃ガスや

騒音を抑制する方策、④有害化学物質の使用

回避、⑤木材燃料および天然ガスを用いた熱

エネルギーの使用などを優先課題としている。

このうち再生資源の活用にあたっては、ス

トラエンソは、製紙会社やプラスチック・

フィルム会社、紡績会社などが製品を巻くた

めに用いる紙管メーカーとして、コレンソ

（Ｃｏｒｅｎｓｏ）を９２年に設立している。コレン

ソは、回収した古紙および紙容器類から木材

４．環境に対する取り組み

繊維を回収し、年間４０万トン強の紙管および

ボードを生産する。一方、各種コーティング

紙の表面からプラスチックを抽出し再生エネ

ルギーとして自社で活用するほか、金属を回

収し再利用している。特にアルミニウムにつ

いては年間１，６００トンを回収している。

またイマトラ工場では、上記の環境対策に

基づき、現在、新規パルプ製造ラインを建設

中であり、２００１年春の稼動を予定している。

同工場のマッティ・サルステ環境問題・調

査担当副社長は、「新規ラインの稼動ととも

に旧式のパルプ製造ラインを閉鎖することか

ら、同工場は２００５年までに工場から排出され

る廃ガスおよび廃水の量を９５年数値からそれ

ぞれ７割、１割削減することが可能となる」

と語っている。

オケランド＆ラウジングは、事業活動が環

境に与える悪影響を排除するといった視点か

ら、①技術開発を通じた自社製品の強度向上、

および軽量化によって原材料、エネルギーな

どの消費の抑制を図る方策、②原料屑など固

体廃棄物のリサイクルおよび焼却、溶剤など

の排水抑制について重点的に取り組んでいる。

特にカウチュア工場では、２０００年に入り、溶

剤の焼却システムに対して新たに投資を行っ

ている。

（水野大輔）

ストラエンソは９８年末、スウェーデンのス

トラとフィンランドのエンソの合併（同年６

月２日合併決定、同年１１月２５日欧州委員会承

認）により誕生した総合製紙企業である。同

社は、売り上げの９割超を輸出および海外事

業に依存する多国籍企業であり、ヘルシンキ

本社（フィンランド）およびスウェーデン本

社（ストックホルム／９９年時点）のほかドイ

〈参考１〉ストラエンソの概要
ツ、オーストリア、シンガポールなどに地域

統括支社を設置している。同社生産施設は、

欧州（ロシア、中・東欧を含む）地域に展開

されているほか、欧州外では北米２ヵ所（雑

誌用紙、新聞用紙）、中米１ヵ所（包装板

紙）およびアジア２ヵ所（高級紙：中国、包

装板紙：タイ）となっている。また同社販売

支店は、欧州、ロシア、中・東欧地域に３１ヵ

所、北米４ヵ所、南米３ヵ所、中東アフリカ

２ヵ所、アジア・オセアニア（日本大阪支社
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表３ ストラエンソの欧州／世界における
事業部門別ランキング

部 門
ランキング

欧州 世界

ＭａｇａｚｉｎｅＰａｐｅｒ ２ １

Ｎｅｗｓｐｒｉｎｔ １ ３

ＦｉｎｅＰａｐｅｒ ２ ２

ＰａｃｋａｇｉｎｇＢｏａｒｄｓ
（ｃｏｎｓｕｍｅｒｐａｃｋａｇｉｎｇ） １ ２

ＳａｗｎＴｉｍｂｅｒＰｒｏｄｕｃｔｓ １ ３

出所：ストラエンソホームページ

表５ ストラエンソ合併（９８年末）後の主な事業再編

９８年１２月 ＨｏｌｚｉｎｄｕｓｔｒｉｅＳｃｈｗｅｉｇｈｏｆｅｒＡＧ（木材／オーストリア）買収、ＨＳオーストリア、チェ
コ製材工場を同社木材事業部門（ＳｔｏｒａＥｎｓｏＴｉｍｂｅｒ）に統合

９９年初 同社Ｔｅｒｖａｋｏｓｋｉ工場（高級紙／フィンランド）、Ｄａｌｕｍ工場（高級紙／デンマーク）の
売却

９９年９月 ＰｏｈｊｏｌａｎＶｏｉｍａＯｙ、ＴｅｏｌｌｉｓｕｕｄｅｎＳ〓ｈｋ〓ｎｍｙｙｎｔｉＯｙ（製紙関連業界の発電の外販／
フィンランド）株式売却、同社発電事業の再編

９９年 Ｔｒａｎｓｆｅｎｎｉｃａ（海運／フィンランド）株式の売却

２０００年１月 Ｓｔｏｃｋｈｏｌｍ本社ビル売却

２０００年４月 同社Ｍ〓ｌｎｄａｌ工場（板紙）の閉鎖

２０００年５月 同社工場敷地外の発電施設の大部分をＦｏｒｔｕｍ（エネルギー／フィンランド）に売却

２０００年８月 ＣｏｎｓｏｌｉｄａｔｅｄＰａｐｅｒｓ，Ｉｎｃ．（製紙／米国）買収

２０００年９月 ＴｅｔｒａＰａｋＦｏｒｓｈａｇａ工場（包装板紙／スウェーデン）買収

今後 ＰｏｈｊｏｌａｎＶｏｉｍａＯｙ株式放出
同社Ｇｒｕｖｏｎ工場（製紙／スウェーデン）売却

を含む）１０ヵ所である。９９年のグループ全体

の売上高は１０６億３，６００万ユーロで、また同年

の平均従業員数は４万人を超える。

同社は、①印刷用紙（雑誌・新聞紙）事業、

②特殊加工紙、③包装板紙の３つのビジネス

を今後の中核と定めており、これら製紙ビジ

ネスは９９年全体の売り上げの８割超を占めて

いる。また実際の業務展開は、事業部単位毎

に水平な経営体制を構築しており、９９年から

は一部管理職を対象に新たにストック・オプ

ション制度を導入したほか、従業員および管

理職双方に対する賞与をより業績連結型に変

えるなど、人材活用に注力している。９９年８

月２０日発表の事業戦略方針に基づき、同社は

コア事業への経営資源集中を進めている。一

連の事業売却による資本回収額は２２億ユーロ

程度である。

表４ ストラエンソのコア・ビジネス

ビジネス 主要な事業展開地域 ※欧州には中・東欧を含む

印刷用紙（雑誌・新聞紙） 欧州、北米（カナダＰｏｒｔＨａｗｋｅｓｂｕｒｙ工場）

特殊加工紙 欧州、アジア（中国ＳｕｚｈｏｕＰａｐｙｒｕｓ工場、タイＡｄｖａｎｃｅＡｇｒｏ工場）

包装板紙 欧州、ロシア
：
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表６ ストラエンソの各種板紙コーティング

コーティング バリアー特性 リサイクル方法

ＥＶＯＨ ＥｔｈｙｌＶｉｎｙｌＡｌｃｏｈｏｌ
エチルビニルアルコール

防湿性
耐油脂性
遮光性
酸素遮断性

プラスチック・コーティング部
分を分離し、エネルギー源また
は資源再利用が可能。紙部分は
再生紙原料に利用。

ＰＡ Ｐｏｌｙａｍｉｄｅ
ポリアミド

ＰＥ－ＬＤ ＬｏｗＤｅｎｓｉｔｙＰｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ
低密度ポリエチレン

防湿性
ＰＥ－ＨＤ ＨｉｇｈＤｅｎｓｉｔｙＰｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ

高密度ポリエチレン

ＰＰ Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅ
ポリプロピレン

防湿性
耐熱性

表面剥離性
ＰＥＴ Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｔｅｒｅｐｈｔａｌａｔｅ

ポリエチレンテレフタレート 耐熱性

フッ化炭化水素
の含浸 耐油脂性 普通紙（非コーティング紙）と

同等のリサイクルが可能

アルストロム・グループは、フィンランド

の製紙および製紙産業機械メーカーであり、

オケランド＆ラウジングは同グループ傘下の

包装材メーカーとして、プラスチックやアル

ミ、紙を用いた食品包装（フレキシブル・

パッケージング）の加工および印刷を行って

いる。

アルストロム・グループは製紙、製紙産業

用機械、製紙産業用ポンプおよび包装材の４

つの事業部門から構成される同族企業であり、

主 力 の 製 紙 部 門 （Ａｈｌｓｔｒｏｍ Ｐａｐｅｒ

〈参考２〉アルストロムの概要
Ｇｒｏｕｐ）はフィンランド製紙業界では中堅

メーカーに位置している。また製紙部門を含

むグループ全体の９９年売上高は２１億６，４００万

ユーロであり、また同年の平均従業員数は約

１万１，０００人となっている。

９０年代に入り、同グループは、特殊紙ビジ

ネスを今後の中核事業と位置付け、事業再編

を行っている。スウェーデンの包装材メー

カーであったオケランド＆ラウジングは、グ

ループ主力の製紙部門を補強するものとして、

米国の紙フィルター事業やフランスの特殊紙

事業などとともに買収され、今日に至ってい

る。

表７ アルストロム・グループの主要事業部門

企業グループ名 事 業 内 容

ＡｈｌｓｔｒｏｍＰａｐｅｒＧｒｏｕｐ 特殊紙（ラベル用紙、包装用紙、シール、自動車用フィルターなど）およ
びグラス・ファイバー、不織布の製造

〓ｋｅｒｌｕｎｄ＆ＲａｕｓｉｎｇＧｒｏｕｐ 食品用パッケージングの加工・印刷

ＡｈｌｓｔｒｏｍＭａｃｈｉｎｅｒｙＧｒｏｕｐ 紙パルプ産業用機械およびシステムの設計、製造

ＡｈｌｓｔｒｏｍＰｕｍｐｓ 紙パルプ産業用ポンプおよび攪拌機械などの設計、製造
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〈参考３〉その他資料

表８ 欧州および世界の大手紙パルプ・メーカーランキング（９９年）

（単位：１００万ドル）

欧 州 世 界

企 業 名 売上高 企 業 名 売上高

１ ＳｔｏｒａＥｎｓｏ（スウェーデン・フィンランド）
＋ＣｏｎｓｏｌｉｄａｔｅｄＰａｐｅｒｓ（米国） １３，２００ ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＰａｐｅｒ（米国）＋ＣｈａｍｐｉｏｎＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ（米国） ３０，３９５

２ ＵＰＭ－Ｋｙｍｍｅｎｅ（フィンランド） ８，７９０ Ｇｅｏｒｇｉａ－Ｐａｃｉｆｉｃ（米国）
＋ＦｏｒｔＪａｍｅｓ（米国） ２４，８０２

３ ＳＣＡ（スウェーデン）
＋ＭｅｔｓａＴｉｓｓｕｅ（フィンランド） ７，５３３ ＳｔｏｒａＥｎｓｏ（スウェーデン・フィンランド）

＋ＣｏｎｓｏｌｉｄａｔｅｄＰａｐｅｒｓ（米国） １３，２００

４ Ｍｅｔｓａｌｉｉｔｔｏ（フィンランド）
＋ＭｏｄｏＰａｐｅｒ（スウェーデン） ６，７９０ Ｋｉｍｂｅｒｌｙ－Ｃｌａｒｋ（米国） １３，００５

５ ＡｒｊｏＷｉｇｇｉｎｓＡｐｐｌｅｔｏｎ（英国） ５，４４５ Ｗｅｙｅｒｈａｅｕｓｅｒ（米国） １２，２６０

６ ＮｏｒｓｋｅＳｋｏｇ（ノルウェー）
＋ＦｌｅｔｃｈｅｒＣｈａｌｌｅｎｇｅＰａｐｅｒ（ニュージーランド） ４，１６５ ＵＰＭ－Ｋｙｍｍｅｎｅ（フィンランド） ８，７９０

７ ＪｅｆｆｅｒｓｏｎＳｍｕｒｆｉｔＧｒｏｕｐ（アイルランド） ３，９２５ Ｓｍｕｆｉｔ－ＳｔｏｎｅＣｏｎｔａｉｎｅｒ（米国）
＋Ｓｔ．Ｌａｕｒｅｎｔ（カナダ） ８，０６５

８ ＡｓｓｉＤｏｍａｎ（スウェーデン） ２，９６５ ＮｉｐｐｏｎＰａｐｅｒ（日本） ７，９６０

９ Ａｈｌｓｔｒｏｍ（フィンランド） ２，３００ ＳＣＡ（スウェーデン）
＋Ｍｅｔｓａ（フィンランド） ７，５３３

１０ Ｈａｉｎｄｌ（ドイツ） １，７６０ ＯｊｉＰａｐｅｒ（日本） ７，４１５

［出所］フィンランド森林産業連盟（ＦｉｎｎｉｓｈＦｏｒｅｓｔＩｎｄｕｓｔｒｉｅｓＦｅｄｅｒａｔｉｏｎ）

：
：

：

：
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表９ 特殊紙（食品容器など）を扱うフィンランド・メーカーの一覧

企 業 名 企業概要
主要製品 コンタクト・パーソン

ＷｅｂＡｄｄｒｅｓｓ 所在地

ＳｔｏｒａＥｎｓｏ
Ｐａｃｋａｇｉｎｇ
Ｂｏａｒｄｓ

世界第２位生産量を誇る、
フィンランド製紙業界
トップ・メーカーの包装
板紙部門

特殊パルプ材（ＣＴＭＰ）
や各種コーティング技術を
用いた紙および板紙。特に
食品包装板紙は内容物の保
護特性や包装作業性のほか
消費者利便性に強みを有す
る。

Ｍｒ．ＭａｔｔｉＳａｌｓｔｅ
ＶｉｃｅＰｒｅｓｉｄｅｎｔ，Ｅｎｖｉ‐
ｒｏｎｍｅｎｔａｌ Ａｆｆａｉｒｓａｎｄ
Ｒｅｓｅａｒｃｈ

ＦＩＮ－５５８００，ＩＭＡＴＲＡ，
Ｆｉｎｌａｎｄ
Ｔｅｌ＋３５８－２０４６１２１／
Ｆａｘ＋３５８－２０４６２２０００ｗｗｗ．ｓｔｏｒａｅｎｓｏ．ｃｏｍ

ＵＰＭ－Ｋｙｍｍｅｎｅ，
ＷａｌｋｉＷｉｓａ

フィンランド製紙第２位
メーカー ＵＰＭ －Ｋｙ‐
ｍｍｅｎｅ（世界３位生産
量）の子会社、食品包装
紙メーカー

抗菌・耐圧（針圧）特性の
有る食品包装パック（乳製
品、冷凍食品など）、耐重
特性の有る輸送用包装紙、
絶縁紙、耐水紙など。

Ｍｒ．Ｔｏｌｏｎｅｎ

ＰＯＢｏｘ３３，ＦＩＮ－３７６０１，
Ｖａｌｋｅａｋｏｓｋｉ，Ｆｉｎｌａｎｄ
Ｔｅｌ＋３５８（０）２０４１６１１１／
Ｆａｘ＋３５８（０）２０４１６３０９０

ｗｗｗ．ｗａｌｋｉｗｉｓａ．ｃｏｍ

Ａ＆ＲＣａｒｔｏｎ 製紙部門売上高で欧州
トップ１０に入るフィンラ
ンド製紙および製紙産業
機械メーカーＡｈｌｓｔｒｏｍ
の子会社

食品パック部門では、包装
時利便性や抗菌・耐冷・耐
水など各種特性を研究し、
各食品グループ別（乾食・
冷食・生鮮食・油脂・菓子
など）に製品を提供。

Ｍｒ．ＴａｐａｎｉＫｕｊａｍａｋｉ
ＭａｎａｇｉｎｇＤｉｒｅｃｔｏｒ

ＦＩＮ－２７５０１Ｋａｕｔｔｕａ，
Ｆｉｎｌａｎｄ
Ｔｅｌ＋３５８２８３９２１／
Ｆａｘ＋３５８２８３９２２０２０

ｗｗｗ．ａｈｌｓｔｒｏｍ．ｃｏｍ／
ａｋｅｒｌｕｎｄ－ｒａｕｓｉｎｇ

Ｍｅｔｓａ－Ｓｅｒｌａ フィンランド製紙第３位
メーカーＭｅｔｓａｌｉｉｔｔｏの
子会社、包装紙メーカー

一般消費者向け包装紙、輸
送用包装紙、衛生紙など。

Ｒｅｖｏｎｔｕｌｅｎｔｉｅ６，
ＦＩＮ－０２１００Ｅｓｐｏｏ，
Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ２０，ＦＩＮ－０２０２０，
Ｆｉｎｌａｎｄ
Ｔｅｌ＋３５８－１０４６－１１／
Ｆａｘ＋３５８－１０４６－９４３５３

ｗｗｗ．ｍｅｔｓａｌｉｉｔｔｏ．ｆｉ

Ｓｔｒｏｍｓｄａｌ 独立系の特殊紙メーカー 特殊コーティング技術を用
いた各種紙製品（食品パッ
ク、書類ホルダー、ＣＤケー
スなど）。

Ｍｒ．ＬａｕｒｉＶａｌｔｉａｌａ
Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｅｎｇｉｎｅｅｒ
ＦＩＮ－７３５０１Ｊｕａｎｋｏｓｋｉ，
Ｆｉｎｌａｎｄ
Ｔｅｌ＋３５８－１７－６８８－６４１／
Ｆａｘ＋３５８－１７－６８８－６４６０

ｗｗｗ．ｓｔｒｏｍｓｄａｌ．ｃｏｍ

：

。

：
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表１０ 特殊紙（その他）を扱うスウェーデン・メーカー

企 業 名 企 業 概 要
住 所

ＷｅｂＡｄｄｒｅｓｓ

ＦｉｇｅｒｈｏｌｍｓＢｒｕＫ
ＡＢ

紙素材を用いた変圧器用容器のほ
か、各種紙製品を製造。ＡＢＢの
子会社。

Ｆａｂｒｉｋｓｖａｇｅｎ２３，
５７２７５Ｆｉｇｅｈｏｌｍ，Ｓｗｅｄｅｎ
Ｔｅｌ：０４９１－３１８００／Ｆａｘ：０４９１－３１６４５

ｗｗｗ．ｆｉｇｅｈｏｌｍｓｂｒｕｋ．ｓｅ

ＭＩＮＩＴＵＢＥ 通常プラスチック製であるＣＤ包
装を紙製の硬い箱で製造し、さら
にＣＤを１時間当たり３，０００枚自
動包装する能力がある機械を開発。
従来のプラスチック容器における
郵便発送時１５％の損傷率を回避可
能。

Ｂｏｘ１００，
８３０４７Ｔｒａｎｇｓｖｉｋｅｎ，Ｓｗｅｄｅｎ
Ｔｅｌ：０６４０－２１９００／Ｆａｘ：０６４０－４０１８７

ｗｗｗ．ｍｉｎｉｔｕｂｅ．ｓｅ

表１１ その他団体の情報

企 業 名 企 業 概 要
住 所

ＷｅｂＡｄｄｒｅｓｓ

ＦｉｎｎｉｓｈＦｏｒｅｓｔ
Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ Ｆｅｄｅｒ‐
ａｔｉｏｎ
（ＦＦＩＦ）
フィンランド森林産
業連盟

フィンランド森林産業（製紙など）
に関する統計資料などが入手可能。

Ｓｎｅｌｌｍａｎｉｎｋａｔｕ１３，ＰＯＢｏｘ３３６，
ＦＩＮ－００１７１ＨＥＬＳＩＮＫＩ，Ｆｉｎｌａｎｄ
Ｔｅｌ＋３５８（０）９１３２６１／Ｆａｘ＋３５８（０）９１３２
４４４５

ｗｗｗ．ｆｏｒｅｓｔｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ．ｆｉ
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